
 

 

公表：2023 年 2 月 15 日                                     事業所名：こどもサポート教室「きらり」白山松任校 

 

  
チェック項目  はい  

どちらともい

えない  いいえ  改善目標、工夫している点など  

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適

切であるか  ○     
 お子様の特性やその日の調子によって１

階と２階の支援室を分けている。 

②  職員の配置数は適切であるか  ○       

③  

事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮が

適切になされているか  

    ○ 

  1 階・2 階の校舎のため、外階段での行

き来となっている。天候が悪いと滑りやすい

ため、児童の移動の際は指導員と一緒に

行うなど工夫をしている。1 階 2 階の伝達

方法がインターフォン（通話はできない）で

行っている。トイレの手洗いの際に、踏み台

を設けているが、もう少し工夫をし使いやす

い環境を整えていく。 

業

務

改

善 

④  
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標

設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか  
○       

⑤  

保護者等向け評価表を活用する等によりアンケー

ト調査を実施して保護者等の意向等を把握し、

業務改善につなげているか  

○       

⑥  
この自己評価の結果を、事業所の会報やホームペ

ージ等で公開しているか  
○     毎年、ホームページ内で公開している。 

⑦  

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務

改善につなげているか      ○ 

現在、第三者評価はしていないが、上長の

巡回や内部監査等で事業所の書類を確

認してもらっている。 

⑧  

職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確

保しているか  ○     

連携機関である発達支援研究所の研修や

事例検討会、行政主催の講演会等に参

加している。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑨  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズ

や課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサ

ービス計画を作成しているか  

○      

⑩  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化さ

れたアセスメントツールを使用しているか  
○     

会社で標準化されているアセスメントツール

を使用している。 

⑪  活動プログラムの立案をチームで行っているか  ○       

⑫  
活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか  

○     
常にお子様の様子や教材に対する反応を

見ながら工夫していく。 

  事業者向け 放課後等デイサービス自己評価表（公表） 



⑬  

平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細や

かに設定して支援しているか   ○     

平日と休日でお子様の気分や体力等が変

化するため、その時の様子を拝見し臨機応

変に活動を設定している。 

⑭  

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適

宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成

しているか  

 ○       

⑮  

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日

行われる支援の内容や役割分担について確認して

いるか  

 ○     
前回支援の様子や児童の様子について確

認を行っている。 

⑯  

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その

日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等

を共有しているか  

 ○     

支援準備時や終礼時に、児童の気になる

ことや保護者様から頂いた意見などを共有

している。 

⑰  
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底

し、支援の検証・改善につなげているか  
 ○     

会社内のルールに則って記録を記載・保管

している。 

 

⑱  
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービ

ス計画の見直しの必要性を判断しているか  
 ○       

⑲  
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせ

て支援を行っているか  
 ○       

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

⑳  

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議に

その子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参

画しているか  

 ○       

㉑  

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交

換、子どもの下校時刻の確認等）、連絡調整

（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか  

 ○     

必要に応じて情報共有を行っている。授業

参観や学校公開週間の際も各学校に連

絡を取り、情報の伝達を行っている。 

㉒  
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、

子どもの主治医等と連絡体制を整えているか  
     ○ 

現在受け入れはないが、今後受け入れとな

った場合は、連携をしていく。 

㉓  

就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こど

も園、児童発達支援事業所等との間で情報共有

と相互理解に努めているか  

   ○   

必要に応じて行っているが、今年度はそうい

った機会がなかった。相談員からの情報をお

聞きし職員に周知を行っている。 

㉔  

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から

障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それ

までの支援内容等の情報を提供する等しているか  

   ○   

例がまだない。今後そのようなことがあった場

合は、相談員や各種関係機関も含めて連

携を図っていきたい。 

㉕  

児童発達支援センターや発達障害者支援センタ

ー等の専門機関と連携し、助言や研修を受けてい

るか  
 ○     

発達相談センターとの連携を組み、必要

な情報をお聞きしたり、講演会の案内が

あった際は参加するようにしている。 

㉖  

放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のな

い子どもと活動する機会があるか       ○ 

児童館などとの交流は少ないが、きらりひ

ろばで児童の兄弟姉妹児が参加するケー

スはあり、交流を図っている。 

㉗  
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加し

ているか  
 ○     

市のこども部会へ参加をしており、意見交

換を行っている。 



㉘  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解を持ってい

るか  
 ○     

支援後に必ず当日の支援の様子を確認

し、必要に応じて学校や家庭での様子を

お聞きして情報共有を行っている。 

㉙  

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者

に対してペアレント･トレーニング等の支援を行ってい

るか  

     ○ 

  

  

  

  

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

㉚  
運営規程、支援の内容、利用者負担等について

丁寧な説明を行っているか  
 ○     契約時に丁寧にお伝えしている。 

㉛  
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適

切に応じ、必要な助言と支援を行っているか  
 ○     

保護者様のご希望を受けて相談を受けた

り、「きらり」の方から相談が必要と感じた保

護者様にはお声をかけて相談をしている。 

㉜  

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開

催する等により、保護者同士の連携を支援してい

るか  
 ○     

きらりカフェを行い、保護者様のお困りなこ

と、保護者様同士で共有する場を設けて、

交流を図っている。 

 

㉝  

子どもや保護者からの苦情について、対応の体制

を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、苦

情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか  

 ○     
苦情があれば職員全員で解決に向けた話

し合いを行い、真摯に対応していく。 

 

㉞  

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して

発信しているか  

 ○     
月に 2 回以上ブログを投稿し「きらり」での

活動な事業内容を紹介している。 

 
㉟  個人情報に十分注意しているか   ○     

個人情報は鍵付きの書庫で厳重に保管し

ている。 

㊱  

障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報

伝達のための配慮をしているか  

 ○     

直接フィードバックが難しい場合は、電話や

報告書等で対応している。児童が知りたくな

い内容については離れた場所でのフィードバ

ックや後日面談を行い対応することがある。 

 

㊲  

事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開

かれた事業運営を図っているか  

   ○   

パンフレットや校舎のチラシを地域の店舗に

置かせて頂いている。今年度に開かれたきら

り café では隣接する café を利用させて頂

いた。 

非

常

時

等

の

対

応 

㊳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアルを策定し、職員や保護者に周知してい

るか  

 ○      

㊴  

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ

の他必要な訓練を行っているか   ○     

毎月避難・防災訓練を行っている。 

年に 2 回は児童・保護者参加の避難・防

災訓練も行っている。 

㊵  
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしているか  
 ○     年 1 回以上虐待防止研修を行っている。 



㊶  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ

いて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に

十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサー

ビス計画に記載しているか  

 ○     契約時に必ず保護者様にお伝えしている。 

㊷  

食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示

書に基づく対応がされているか  

 ○     

食事の提供は行っていないが、給食やお菓

子を食べて来校した際に、アレルギー反応を

起こす可能性もあるため、初回面接の際に

お聞きしている。 

㊸  
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有して

いるか  
 ○     

職員間で共有し、事故への発展がないよう

に周知している。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

公表： 2023 年  2 月  15 日    

  

事業所名：こどもサポート教室「きらり」白山松任校         保護者等数（児童数）：53   回収数：33    割合：62％  

 

   チェック項目  はい  
どちらともいえ

ない  いいえ  ご意見、ご意見を踏まえた対応 

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か               
 29  4     

②  職員の配置数や専門性は適切であるか      33       

③  
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバ

リアフリー化の配慮が適切になされているか                   19  14     

適

切

な

支

援

の

提

供 

④  

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、放課後等デイサービス計画 i が作成され

ているか  

 30  3     

⑤  
活動プログラム ii が固定化しないよう工夫されている

か  
 26  4   

・ 信頼関係を築きながらステップアップした支

援内容の計画にして頂ければと思います。 

・いろいろと工夫して頂いています。 

・固定化されないように、本人に合わせた学

習に取り組んでくれ、とても助かっています。 

→お子様一人ひとりに合わせた活動をさせて

頂いております。今後も信頼関係を大切にし

ながら、お子様の現在の状態と成長・発達に

合わせて支援の幅を工夫してまいります。 

⑥  
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のな

い子どもと活動する機会があるか  
 9  16  8 

・あるのかわからなかったので「どちらともいえな

い」にしました。 

・交流が苦手のため、とても親切な対応をし

てもらっています。 

→障害のないお子様との関わる機会は少な

いですが、きらりひろばにご利用される兄弟

（姉妹）様と交流する機会はございます。 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑦  
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明

がなされたか  
 31  2   

・毎回支援の内容を詳しく教えて頂いて良い

と思います。 

・わかりやすく説明して下さりとても嬉しいで

す。 

→支援での様子や普段と異なる様子等に注

目しながらお伝えさせて頂いています。 

⑧  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか  

 29  4   

・フィードバックのなかで、今後の支援の方向

性や目標の共有や相談が出来る機会がある

と良いと思います。 

  保護者等向け 放課後等デイサービス評価の集計結果（公表） 



→配慮が足りず申し訳ございません。お子様

の学年やタイミングを計りながら上記の点につ

いてもお聞きしていきたいと思います。 

⑨  
保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支

援が行われているか  
 28 5    

・以前は保護者との面談も定期的にあったが

最近は少なく感じます。 

→大変申し訳ございません。お子様に関する

相談や支援の方向性等についてお話できる

機会を心掛けてまいります。 

⑩  

父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か  

 20 12  1 

・保護者会は以前より増えて、色々な方の

情報や話を聴くことが出来て、学ぶことも出来

て良いと思います。 

→年 1 回程度は「きらり cafe」を開催したい

と考えております。機会がございましたら、ご参

加頂ければと思います。 

⑪  

子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を

整備するとともに、子どもや保護者に周知・説明し、

苦情があった場合に迅速かつ適切に対応している

か  
 27  6   

わからない 

→管理者が苦情対応をさせて頂いておりま

す。職員の意識向上にも繋がりますので、

何かございましたら、ご連絡頂ければと思い

ます。 

⑫  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮がなされているか  
 30  3   

・子どもが居る時に言いたくない話や子どもに

とってネガティブな情報等は、個別に話せる場

があると良いなと思います。 

→配慮が足りず申し訳ございません。なかな

か話せない内容もあるかと思いますので、その

際はお気軽に管理者までお声掛け下さい。 

⑬  

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子どもや保護者に対して発信してい

るか  

 27  6     

⑭  個人情報に十分注意しているか   31  2     

非

常

時

等

の

対

応 

⑮  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアルを策定し、保護者に周知・説明されて

いるか  

   24      9          

⑯  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか  
 23  10   

わからない 

→ご説明が足りず申し訳ございません。毎月

1 回防災訓練（3 月・9 月は児童参加型

訓練）を行っております。1 階カウンター横

に、防災訓練の案内ポスターを毎月掲示さ

せて頂いております。機会がございましたらご

覧頂ければと思います。 

⑰  子どもは通所を楽しみにしているか   32  1   ・先生方が優しいので、楽しく通っています。 



満

足

度 

・毎回楽しみにしていて、親にとってもとても嬉

しいです。 

→楽しいと言って頂けることが何より嬉しいお

言葉です。今後も支援の工夫を行いながら、

楽しいを積み重ねて頂ければと思います。 

⑱  事業所の支援に満足しているか   30  3   

・個別指導なので、よく見ていただき満足して

います。 

・支援目標のために、どのように支援していく

のか等、話も出来たらいいなと思う。 

・いつも丁寧な対応をして頂き、本当にありが

とうございます。 

→お子様だけでなく保護者様も満足して

頂ける支援を今後も意識し提供していきた

いと思います。 

  

    

                                                    

i  放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関す

るアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支

援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者が作成す

る。  
ii 

  事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障害特性や課題、平日／休日／長

期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。   

  


